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1. はじめに  

現在，新型コロナウィルスの影響により，博物館を

はじめとする多くの展示施設では来館者数が減少して

いる [1]． 本稿では，不特定多数の人間との接触を減ら

す展示方法として過去に提案 [2]した空中映像を用いた

非接触インタラクティブ展示システムに加え，光学パ

ネルを 2 枚使用した 2 人用の展示ディスプレイを提案

する．  
空中映像の投影に用いる光学プレートは性質上，正

面にいる観測者 1 人のみが立体像を観察できる．同時

にコンテンツを体験できる人数を増やすことによる一

体感や共感性の向上を目的として 2 人用の展示システ

ムの制作を試みた．これにより非接触でありながらイ

ンタラクティブな操作によるユーザエクスペリエンス

の向上にも繋がると期待できる．  
以下では提案手法とその問題点，既存の技術との比

較を踏まえて今後の課題を示していく．  
 

2. 提案手法  
今回の 2 人用ディスプレイでは過去の提案 [2]に引き

続き，空中映像投影を単に操作パネルのようなインタ

フェースとして用いるだけでなく，展示施設のコンテ

ンツそのものに使う．  
図 1 は今回提案する手法を示した図である．この展

示システムは光学プレートによる空中映像投影技術と

モーションセンサによるインタラクション技術の 2 つ

の要素の組み合わせから構成されている．前回 [2]に引

き続き，空中映像投影には株式会社パリティ・イノベ

ーションズが開発した「パリティミラー」 [3]，手の骨

格を検出するモーションセンサには「Leap Motion」[4]

を用いる．また前回 [2]と異なる点として，2 人用ディ

スプレイのために光学プレートとモニターを 2 つずつ

使用する．  

 
図 1：提案手法の概要  

 

2.1 対面ディスプレイの実装  
従来の光学プレートを使用した空中映像ディスプ

レイではその性質上，真正面からでないと空中像を観

察できない．実際に株式会社アスカネットではその性

質を逆手にとることで 暗証番号を入力する際に周り

からの覗き込みを防止できるディスプレイとして利用

している [5]．  
今回の新たな試みとして同時にコンテンツを体験

できる人数を増やすためにパリティミラーを 2 枚使用

し，二人が向き合う筐体を作成する．これは物理的に

画面を増やすことで同時に体験できる人数を増やすこ

とを目的としており，効果としては同じ場所に居合わ

せる人と同時にコンテンツを体験することでコンテン

ツ自体の共感性の向上が期待できる．また複数人でイ

ンタラクティブに操作しあうことによって展示コンテ

ンツがコミュニケーションの場としての役割を果たす

ことに繋がる．  
 

3. 実験  
図 3 は今回の実験で使用した空中映像装置のプロト

タイプである．パリティミラーは 30cm 角のものを使
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用した．モニターに表示される映像をパリティミラー

に反射させる装置だが，そのままでは像が見えづらか

ったため，視認性を上げるために黒い板で外からの光

を遮断している．パリティミラーを向かい合う形で 2
枚配置し，光源となる映像は 2 台のノートパソコンを

ミラーリングしている．  
 

 
図 3：実験に使用した装置  

 
図 4 は今回の実験で制作したシステムである．セン

サで取得した手の動きでキューブを掴み，灰色のマス

の上に固定させることができる．固定されたことに連

動し，展示に関連するオブジェクトやテキストが表示

されることで，展示の情報について知ることができる． 
図 5 は実際にインタラクティブ操作を行っている様

子である．向かい合った二人の被験者の手の動きに応

じてシステム内の手のモデルが動き，オブジェクトを

動かしている．  
 

 
図 4：実験で使用したシステム  

 

 
図 5：実験の様子  

 

4. 評価  
今回制作した 2 人用の光学プレートを用いた非接触

インタラクティブ展示システムと過去の 1 人用の展示

システム [2]の最も大きな違いは，目の前にいる人とシ

ステムを通して共同の体験をすることによってインタ

ラクティブに操作できることの意味が増し，体験の没

入感が向上している点である．また今後は対戦形式の

ゲームが行えるようにすることでより複数人で体験す

ることへの動機に繋がっていく．  
今回の実験では 2 台のディスプレイの映像をミラー

リングによって同じものを共有していたため，今後は

同じコンテンツを異なる視点から鑑賞できるようにす

ることが課題である．   
 

5. むすび  
パリティミラーを増やし，空中映像投影を用いた非

接触インタラクティブ展示システムを複数人で体験す

ることを提案した．  
現段階では映像の共有方法などの課題はあるが，こ

の手法を研究していくことで今までになかったコンテ

ンツ展示のニューノーマルな形に繋がることが期待で

きる．  
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